
特別教室の感染症予防 
 

  これまでは、生徒同士が対面して授業を受けなくてはならない特別教室をなるべく使用せず、 

学習内容の順番を入れ替えたり、教員が師範実験をしたりしてきました。 

しかし、この状態を 1年間続けるわけにはいかないため、特別教室に、教頭先生が手作りした 

シールドを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

予算に限りがあるため、Ａ３版硬質カード 

ケースを利用し、角材の 4方向に切れ目を 

いれた支柱で固定します。 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

   実験や実習の形態によって、シールドの形を 

 変化させることができるものです。 

 

   3つの理科室と被服室に設置しました。 

  

 

 

   顕微鏡などを使用する実験のあとは、 

アルコール除菌シートで消毒します。 

 


